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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 174ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業
提案事業
基幹事業
提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり

なし

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

－

●

－

－

●

－

－

●

－

その他の
数値指標３

防府サイクリングターミナ
ルの貸自転車数（宿泊利
用者数）

人/年
158
（2,508）

H25

 １）事業の実施状況

-
削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から

-
-

交付期間
の変更

公園（（仮称）桜づつみ円筒分水公園）、地域生活基盤施設（広場、駐車場、情報板、広場（ポケットパーク））、高質空間形成施設（緑化施設等、公衆トイレ）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

－

8,500 H29

-

1年以内の
達成見込み

5,943

効果発現要因
（総合所見）

H31年12月

目標
達成度

△

フォローアップ
予定時期

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

河川利用者数 人/年

5839 H30

H25 9,900

人/日 408 H25 H30450 334

指標２

遊歩道と周辺道路の自転
車歩行者数

指標３

H25

・イベント利用の除いた申請利用者数は約425
人増加しており、一定の事業効果があったと判
断できる。

○
・かわまちづくり計画が実現されたことにより、
佐波川利用者の満足度が向上したと判断でき
る。

-

 ５）実施過程の評価

かわまちづくり計画の実現に対し、アンケートにおいて好評の意見が多く挙げられた。

・かわまちづくり計画が実現されたことで、佐波
川の魅力が向上し、日常的な利用者数が増加
した。

-
 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

数　　値

66

1,168

指　標
従前値 目標値

河川の利用の有無

743 H25

％

イベント以外の申請利用
者数

人/年

実施内容

今後も引き続きかわまちづくりを推進するために、かわまちづくり協議会を
開催していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

かわまちづくり協議会

今後も引き続きかわまちづくりを推進するために、かわまちづくり協議会及
びイベントを開催していく。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

かわまちづくり協議会
佐波川周辺マップ作成ワークショップ
遊々かわフェスタ

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

176
（3,313）

・自転車道周辺にトイレや周遊コースを示した
情報板等施設を整備したことで、サイクリング
の機運も高まり回遊性が向上したことで貸自転
車数が増加した。

-

地域創造支援事業（多目的広場整備、まちづくり支援事業（イベント等））、事業活用調査（事業効果分析調査）、まちづくり活動推進事業（まちづくり支援事業（周辺マップ作成）)

新たに追加し
た事業

なし
なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

- -
-

-

H31年9月△

・県道三田尻港徳地線の修景整備がH31年3月
完成のため、佐波川と中心地を結ぶ回遊動線
の創出効果が限定的となったことが要因と考え
られる。

河川の満足度 ％ 34

モニタリング 河川利用者数（利用申請数） 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

フォローアップ
予定時期

62 H25

今後の対応方針等

今後も継続的に実施し、事業効果の確認を行う。

-

効果発現要因
（総合所見）

・かわまちづくり計画が実現されたことで、佐波
川の魅力が向上し、利用したことのある人の割
合が増加した。

実施状況

交付対象事業費 国費率平成27年度～平成30年度 平成30年度事後評価実施時期

山口県 市町村名 防府市

その他の
数値指標２

地区名

事業名
なし
なし

数　　値

平成27年度～平成29年度

平成27年度～平成30年度

398百万円

佐波川新橋地区

その他の
数値指標1

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

指標1

指　標



様式２－２　地区の概要

単位：人/年 8,500 H25 9,900 H29 5,943 H29

単位：％ 34 H25 39 H30 58 H30

単位：人/日 408 H26 450 H30 334 H30

単位：％ 62 H25 - - 66 H30

単位：人/年 743 H25 - - 1,168 H30

単位：人/年
158
（2,508）

H25 - -
176
（3,313）

H29

佐波川の魅力を最大限に発揮できる環境整備、歴史性に配慮した公共空間や地区内の回遊動線の整備を行うこと
で、佐波川を活かしたまちづくりを実践を図る。

大目標：「佐波川を活かしたまちづくり」の実践」
　目標１：安心して利用できる水辺空間の創出
　目標２：自然と歴史を活かした魅力ある環境の整備
　目標３：快適で安全安心な歩行空間の創出

イベント以外の申請利用者数

佐波川新橋地区（山口県防府市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・宮市・三田尻地区などの市の中心とのつながりを向上させるためにソフト・ハード両面からかわとまちの結節点を強化し、歴史とかわを活かしたまちづくりを推進する。
・かわまちづくりを玉祖地区、華城地区、古祖原地区に派生させ（かわまちづくり計画の区域を拡大）、さらなる水辺の親水性の向上と回遊性の向上を図る。さらに、それによる地域の活性化を図る。
・イベント等の開催や情報発信により、整備箇所の認知度を向上させることにより、河川利用者数の向上を図る。

まちの課題の変化

・河川の利用者や満足度は増加・向上傾向にあり、安心して利用できる水辺空間の創出、魅力ある環境の整備が実現している。
・他地区でも安心して利用できる親水空間を増やし、河川と周辺環境の価値を更に向上させ、かわまちづくりの取組みを発展させる必要がある。
・宮市・三田尻地区などの市の中心地との回遊性については、道路修景整備を引き続き実施する必要がある。
・更に、今後立地適正化計画などによるコンパクトシティの形成が実践されるにあたり、佐波川新橋地区の中心拠点内の位置づけを整理し、居住誘導等に資するまちづくりを進める必要がある。

目標値 評価値

防府サイクリングターミナルの貸自転車
数（宿泊利用者数）

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

河川の満足度

河川利用者数

遊歩道と周辺道路の自転車歩行者数

河川の利用の有無


